
鶴
岡
市
の
平
成

年
度

29

予
算
案
が

日
、
議
会
に

21

示
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
前
年

度
当
初
予
算
と
比
較
し
て

億
９
２
０
０
万
円
（
５

34・
３
％
）
増
の
６
８
７
億

９
２
０
０
万
円
と
な
り
、

過
去
最
高
と
な
っ
た
前
年

度
予
算
額
を
さ
ら
に
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。

文
化
会
館
、
総
事
業
費

１
０
０
億
円
に
迫
る

そ
の
最
大
の
要
因
は
新

文
化
会
館
（
愛
称
・
タ
ク

ト
鶴
岡
）
の
建
設
で
、
新

年
度
は

億
５
５
０
０
万

43

円
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

う
ち
、
本
体
工
事
関
係

で
は

億
７
９
０
０
万
円

38

で
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
額

１
億
８
７
０
０
万
円
が
含

ま
れ
ま
す
（
他
に
監
理
委

託
料
２
３
０
０
万
円
）
。

外
構
工
事
費
は
１
億
５

７
０
０
万
円
、
備
品
等
に

２
億
８
７
０
０
万
円
、
事

務
費
９
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

年
度
予
算
を
含
め
全

29
体
工
事
関
係
事
業
費
は
93

億
７
８
０
０
万
円
と
な

り
、
過
年
度
分
も
含
む
備

品
購
入
費
等
２
億
９
８
０

０
万
円
を
加
え
、
総
事
業

費
は

億
７
６
０
０
万
円

96

で
、
１
０
０
億
円
に
迫
り

ま
す
。

「
食
と
農
の
景
勝
地
」
観

光
地
域
づ
く
り

ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造

都
市
の
関
係
で
は
、
イ
タ

リ
ア
食
科
学
大
学
と
の
連

携
や
「
食
と
風
土
の
祭

典
」
、
さ
ら
に
鶴
岡
駅
前

の
マ
リ
カ
東
館
１
階
を

「
食
文
化
情
報
発
信
拠
点
」

と
し
て
整
備
し
、
「
食
と

農
の
景
勝
地
」
認
定
を
生

か
し
て
観
光
地
域
づ
く
り

の
組
織
体
制
を
構
築
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

廃
校
活
用
し
コ
ミ
セ
ン

整
備地

域
要
望
で
は
、
大
山

地
区
に
屋
内
多
目
的
運
動

施
設
の
整
備
や
、
旧
田
川

小
校
舎
を
活
用
し
た
田
川

コ
ミ
セ
ン
の
整
備
、
旧
羽

黒
四
小
校
舎
を
活
用
し
た

羽
黒
第
四
地
区
活
動
セ
ン

タ
ー
整
備
な
ど
が
実
現
し

ま
す
。

市
民
要
求
で
は
、
就
学

扶
助
の
新
入
学
用
品
費
の

入
学
前
支
給
が
実
現
し
ま

す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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鶴岡市 平成 年度 主な事業 当初予算 　※ 月補正繰越明許含む 29   ( ) 3
事業名 29年度 28年度 27年度 26年度 25年度 24年度

食文化創造都市推進事業 3780万円 4387万円 3004万円 1550万円 1529万円 790万円

食文化産業創造推進事業 4400万円 ﾌｰﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ国際ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、食のﾌｨｰﾙﾄﾞ・ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

食と風土の祭典推進事業 1050万円「食文化体験ﾂｰﾘｽﾞﾑ」の開発と「食と風土の祭典」

シルクタウン・プロジェクト推進事業 540万円 540万円 1440万円 493万円 141万円 92万円

文化会館整備事業 43億5519万円16億3323万円 3640万円 22億6228万円 1億0131万円 4631万円

文化会館管理運営事業 1億6216万円 9/30竣工記念式典、平成30年3月のｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝに向けた準備

農商工観連携推進事業 645万円 601万円 330万円 400万円 23万円 59万円

農業6次産業化推進事業 80万円 80万円 100万円 383万円 1億7164万円 3746万円

中小企業ものづくり振興事業補助金 500万円 500万円 ﾕﾈｽｺ食文化創造都市ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ活用し農林水産物の一次加工事業支援

環境保全型農業直接支援事業 1億3423万円 7110万円 2650万円 3426万円 5495万円 8740万円

特産物販売促進支援事業 1184万円 372万円 395万円 319万円 410万円 360万円

観光文化都市つるおか交流推進事業 1919万円 139万円 2230万円 254万円 898万円

国際観光推進事業 8712万円 1334万円 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光の推進、観光案内所をﾏﾘｶ東館1階に移転

温泉街賑わいづくり促進事業 56万円出羽商工会によるあつみ温泉おもてなしまつり等

門前町歴史まちづくり推進事業 1551万円 373万円手向宿坊街の住民による修景整備、無電柱化1本

新産業創出地域基盤事業 4241万円 1200万円 1038万円 952万円 956万円 729万円

先端生命科学研究所等支援事業 3億5087万円 3億5090万円 3億5096万円 3億5097万円 3億5124万円 3億5131万円

先端研究産業支援センター管理運営事業 1億5266万円 1億5740万円 1億4398万円 1億2041万円 1億1102万円 1億1383万円

がんﾒﾀﾎﾞﾛｰﾑ研究推進事業 1億5367万円国立がん研究ｾﾝﾀｰとの連携研究

がん検診受診率向上対策事業 768万円 776万円 1135万円 917万円 873万円 439万円

地域包括支援センターの体制強化 1億7762万円 1億4751万円 1億4751万円 1億2011万円 1億1624万円 9923万円

地域医療介護総合確保基金施設等整備事業 2億4184万円 3億1211万円地域密着型サービス施設等の建設助成

臨時福祉給付金給付事業 2億3541万円 1億5487万円 1億8589万円 4億4357万円 28年度3月繰越明許

地域コミュニティ再生事業 1139万円 1106万円 421万円住民自治組織ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ補助金250万円

広域コミュニティ推進事業 3億1327万円 3億7498万円 3億6238万円 2億6500万円 2億1040万円 2億0788万円

住民自治組織総合交付金 1億2171万円 1億2192万円 1億2328万円 1億4731万円 H26から制度の一本化

住民自治組織連合組織補助金 125万円 125万円 H28から制度統一し、住民自治組織連合補助金を導入

公民館類似施設整備等補助金 612万円 615万円 H28から制度統一し、対象を鶴岡地域に拡充

生涯学習振興事業 1億4719万円 1億4695万円 1億4574万円 H26から広域ｺﾐｭﾆﾃｨ組織運営・地域づくり

田川コミュニティセンター整備事業 2億5134万円旧田川小の校舎を活用した田川コミセンの整備改修工事

羽黒第四地区地域活動センター整備事業 1010万円旧羽黒４小の校舎を活用した羽黒第４地区活動センター整備の実施設計

空き家対策事業 6930万円 393万円 331万円 336万円 399万円

空き家有効活用支援事業 1058万円 1117万円 4748万円 218万円 居住促進基金、空き家実態調査、遊休不動産利活用

交通輸送対策事業 1億7580万円 1億7640万円 1億8312万円 1億7083万円 1億6967万円 1億5707万円

地域住宅リフォーム支援事業補助金 1億0160万円 1億0500万円 9000万円 8000万円 8600万円 7000万円

地域エネルギービジョン推進事業 552万円 694万円 702万円 561万円 833万円 160万円

林業振興事業(木質バイオマス有効活用) 227万円 27万円 1億1193万円 3190万円 Ｈ27までは木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電施設の建設に対し支援

過疎対策推進事業 1289万円 1845万円 3153万円 2191万円 1896万円 897万円

特定不妊治療費助成事業 1110万円 1545万円 951万円 450万円 450万円 H28～初回15万円

第３子以降の保育料無料化 1億5700万円 1億6000万円 1億1215万円 1億0265万円 H28から限度12歳未満から18歳未満へ拡大

子育て支援医療給付事業 4億5403万円 4億5407万円 4億5990万円 3億6753万円 2億2980万円 H26 中３まで

中学生胃がん予防事業 212万円中学生のピロリ菌検査

放課後児童対策事業 2億4290万円 2億4290万円 1億8959万円 1億6951万円 1億4950万円 1億3518万円

屋内遊戯施設整備支援事業 1億円ﾔﾏｶﾞﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ(株)が北部ｻｲｴﾝｽﾊﾟｰｸに整備する子育て支援施設に支援

地元出身学生等回帰促進事業 503万円 280万円 Uターン就職のための環境を整える

地域定住農業者育成ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業 300万円 200万円山大農学部や関係機関、企業による農業者育成ｺﾝｿｰｼｱﾑ

移住・定住促進事業 792万円 799万円 514万円移住ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置、移住情報提供、｢お試し住宅｣提供

地域内企業の高度化・活性化支援事業 950万円 950万円 1580万円 2228万円 1860万円 1908万円

｢ふるさとを愛する子ども｣育成推進事業 1266万円 475万円 859万円 ｢庄内論語｣、スキー教室、英語講師

ふるさと寄附金事業 5億3318万円 2億3613万円 3246万円市外の寄附者へ返礼品贈呈

金融対策事業 16億4392万円15億0450万円 15億5232万円 16億6465万円 18億816万円 18億0351万円

ごみ焼却施設整備事業 2386万円 2900万円 1396万円ごみ焼却施設の建替整備に伴う事業

地域活性化事業 2143万円 1828万円 1801万円 1110万円 1400万円 1444万円

地域間連携事業 200万円 200万円 280万円 310万円 708万円 567万円

羽黒庁舎改築事業 6771万円 6億4551万円 7556万円 2256万円 29万円 100万円

屋内多目的運動施設整備事業 1億7728万円大山地区に屋内多目的運動施設整備、用地取得、敷地測量、地質調査

統合学校・地域支援事業 1469万円 1030万円 2656万円 503万円 586万円 閉校開校関連

鶴岡第三中学校改築事業 20億4684万円 7億6322万円 1億1760万円（H28年度3月補正18億3008万円含む）

小学校大規模改修事業 702万円大山小学校の体育館の長寿命化の設計業務

中学校大規模改修事業 405万円第四中学校の暖房施設の長寿命化の設計業務

病院事業会計負担金、交付金 17億8817万円16億5787万円 14億7086万円 14億7620万円 14億6249万円 14億4529万円



日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
は
、

日
、
日
本

19

共
産
党
第

回
党
大
会
を

27

受
け
て
第

回
地
区
党
会

66

議
を
鶴
岡
市
内
で
開
催
し

ま
し
た
。

地
区
党
会
議
で
は
、
前

回
党
会
議
以
後
の
活
動
を

総
括
す
る
と
と
も
に
、
新

た
な
総
合
計
画
を
決
定
し

ま
し
た
。

当
面
の
重
要
な
課
題
と

し
て
、

回
党
大
会
の
決

27

議
と
報
告
、
結
語
を
全
党

員
が
読
了
す
る
こ
と
と
、

東
京
都
議
選
の
勝
利
に
向

け
て
全
国
の
党
が
一
つ
に

奮
闘
す
る
こ
と
。
総
選
挙

勝
利
に
む
け
た
党
建
設
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
の
二
つ

の
課
題
を
や
り
切
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

新
役
員
と
し
て
、
委
員

長
に
長
谷
川
剛
氏
、
副
委

員
長
に
五
十
嵐
貞
子
氏
と

加
藤
太
一
氏
を
選
出
し
ま

し
た
。

加
藤
鑛
一
、
菅
井
巌
の

両
市
議
は
常
任
委
員
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

日
、
上
郷
コ
ミ
セ
ン

20
で
「
大
荒
地
内
市
ご
み
最

終
処
分
場
」
を
考
え
る
会

の
結
成
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

結
成
総
会
に
は
上
郷
地

区
や
市
内
か
ら
約
４
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
呼
び

か
け
人
を
代
表
し
て
佐
藤

安
太
郎
さ
ん
が
経
過
報
告

を
行
い
、
申
し
合
わ
せ
事

項
、
当
面
の
活
動
計
画
を

決
め
ま
し
た
。

「
大
荒
地
内
市
ご
み
最

終
処
分
場
」
建
設
計
画
は

白
紙
撤
回
し
て
下

さ
い
」
と
の
結
成

総
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
ま
し
た
。

共
同
代
表
に
、

五
十
嵐
淳
一
氏
、

佐
藤
安
太
郎
氏
、

長
南
厚
氏
を
選
出

し
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
先

立
っ
て
、
最
終
処

分
場
予
定
候
補
地

内
に
あ
る
須
恵
器

の
窯
を
テ
ー
マ

に
、
前
田
光
彦
氏
（
鶴
岡

市
史
編
纂
委
員
）
が
「
荒

沢
の
窯
跡
遺
跡
」
と
題
し

て
講
演
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
2月16日入札分

・大川渡金森目線道路改良工事（大川渡地内）（入札3業者）
板垣建設(有) 1,900,000円（1,914,000円）

工期～3/27（落札率99.3％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
2月16日入札分

・高齢者交流センター内装撤去工事（本町一丁目6番7号）
（入札3業者）
(有)マル義佐藤工務店 2,100,000円（2,100,000円）

工期～3/24（落札率100.0％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月16日入札分

・市道白山下興屋火打崎線表層改良工事(その2)（白山地
内）（入札9業者うち1業者辞退）
(株)東北ペーブ 5,280,000円（5,465,000円）

工期～3/27（落札率96.6％）

若
者
の
正
規
雇
用
を
め
ざ
し
て

り
た
い
。所
得
向
上
で
社
会
も
安
定
し
、

中
間
層
が
増
え
、
購
買
力
の
あ
る
層
が

増
え
て
い
く
。
（
こ
の
こ
と
を
）
地
方

か
ら
中
央
に
対
し
て
、
も
っ
と
強
く
大

き
な
形
で
提
言
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
。
本
当
に
一
生
懸
命
取
り
組
ま
な
い

と
い
け
な
い
ぞ
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ

い
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

非
正
規
か
ら
正
規
へ
の
流
れ
を
つ
く

り
こ
と
は
、
日
本
共
産
党
の
重
点
政
策

で
あ
り
、
県
議
団
の
予
算
要
望
で
も
第

一
に
取
り
上
げ
て
き
た
テ
ー
マ
で
す
。

格
差
と
貧
困
を
広
げ
る
国
の
政
策
の

転
換
へ
、
県
の
取
り
組
み
を
激
励
し
て

い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

県
の
平
成

年
度
予
算
案
等
が
示
さ
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れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
「
全
国
に
先

駆
け
」
る
と
い
う
、
若
者
を
中
心
と
し

た
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
正
社
員
転
換

と
所
得
向
上
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
た
施
策

が
提
案
さ
れ
、
「

歳
未
満
の
正
社
員
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割
合
で
全
国
ト
ッ
プ
を
目
指
す
」
と
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は
記
者
会
見
で
「
特
に
力

を
入
れ
た
い
こ
と
」
と
問
わ
れ
て
要
旨

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

「
富
裕
層
と
貧
困
層
と
の
二
極
化
が
進

ん
で
い
く
こ
と
は
、
社
会
と
し
て
望
ま

し
く
な
い
。
一
人
親
家
庭
の
支
援
充
実

な
ど
と
も
に
、
若
者
の
正
社
員
化
を
図

（
１
面
の
つ
づ
き
）

県
の
福
祉
灯
油
も
２
分

の
１
市
負
担
で
実
施
さ
れ

ま
す
（
３
月
補
正
）。

「
ぼ
ん
ぼ
」
設
置
条
例
廃

止
、
大
荒
の
ご
み
最
終

処
分
場
推
進

一
方
で
、
存
続
が
求
め

ら
れ
て
い
る
朝
日
地
域
の

「
か
た
く
り
温
泉
ぼ
ん
ぼ
」

に
つ
い
て
は
設
置
管
理
条

例
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
、

大
荒
地
内
の
ご
み
最
終
処

分
場
は
推
進
す
る
姿
勢
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

慶
應
先
端
研
に
は
引
き

続
き
３
億
５
千
万
円
が
支

出
さ
れ
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
研
究

に
１
億
５
千
万
円
が
予
算

化
さ
れ
ま
す
。

県
内
の
他
自
治
体
で
進

む
「
学
校
給
食
の
無
料
化
」

や
「
保
育
料
の
無
料
化
」、

「
高
校
生
ま
で
医
療
費
無

料
化
」
な
ど
、
鶴
岡
市
は

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
」

に
遅
れ
を
と
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

決意表明をする市議選第一次候補３氏。左から加藤鉱

一（現）、菅井巌（現）、坂本昌栄（新）

地
区
党
会
議
で
は
、
今

年

月
に
行
わ
れ
る
鶴
岡

10
市
議
選
の
第
一
次
候
補
と

し
て
加
藤
鑛
一
、
菅
井
巌

の
現
職
と
、
新
人
の
坂
本

昌
栄
の
３
氏
を
公
認
候
補

と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。


